


国民性調査委員会

調査委員会委員長： 末綱恕ー

委員：林知己炎、 青山博次郎、 百平露宴、 鈴木逮三

なお・、 との調査の逮営Kは第2研究部第1研究室が当っている。
ζの号の綴集は、 鈴木逮三、 須内房子、 杉浦和子・ 大海道子が担当した。

当傍究所では現在Annals of the Institute of Statistical Mathe
mat i c s と統計歓理研究所実報とを発行している ． ζのリポートは研究調査の
デー タの発表を目的 とし、 必要に応じて発 行ずる。

,(6. 1 

数研研 究りポート 既刊

＝ユ ースの伝わb方 一江Wil調査中間報告一 1 9 5 4年

A;. 2 Tス・ コさの効果 1 9 5 6 &c手4 月 まで 1 9 5 6年

,I;, 3 ,, （改訂版） t 9 5 7年1 2月まで 1 9 5 8年

,(6. 4 投票した人・ 棄権した人 1 9 5 8 ＆手 －

A;. 5 国民性の研究 第E次調査 その1 1 9 5 9 年

A;. 6 国民性の僻究 第E次調査 一一増補改訂版一一 1 9 5 9 年

A;. 7 ・ 国民性の僻究 岐阜吟味調査 1 9 6 0年
結. 6 権 国民性の研究 段息調査 1 9 6 3年

g, 9 研究費、 研究成果bよび研究価値に関する模型解析 1 9 6 3 ＆手

ぷ10 少年少女の常総 1 9 6 4年
ぷ11 国民性の研究 第Ill次調査 1 9 6 4年
4:: 12 成年の．常蛾b主び職業の社会的解価 1 9 6 4 ＆手

必13 大学に於ける数学専門教育の実情 。 . 1 9 6 5年
$. 14 国民伎の研究 1 9 6 5 ＆手調査 1 9 6 6年
A( 15 マス・ ロミの効果E 一一 回答限差分析一一一 1 9 6 6 年

$. 16 東京定期調査の結果 一一一1 9 5 6年～1 9 6 6年一一 1 9 6 7 ＆.手
$. 17 ’ 情報の伝達俄構に関す る統計的研究 1 9 6 7 年
$. 18* 東京定期調査の結集 一一一 1 9 6 6年， 1 9 6 7&.手一一一 1 9 6 8年
.#: 19’ 4士 会現象の統計的モデル化の研究 1 9 6 7 ＆手全国パネル絢査1 9 6 8年

ぷ20ホ 東京定期総査の結集一一一1 9 6 6 年まで一一 1 9 6 9 年

4:: 21 ホ 宗教調査 一一一1 9 6 8年、 国際比較一一 1 9 6 9 年

4:: 22* 態度の続途分析K関ナる統計的街究 1 9 6 9 年

市印以外残部念し

東京都港区南麻布4丁目6 - 7 

電話 ： 東京（945) 0 5 5 3  

@ 1 9 6 9 年

〔1 9 6 9年1 G月頃まで仮庁舎（文京区本駒込2-2 9 :- 3）〕

(c) The Institute of Statistical Mathematics
























































































































































































































































































































































































































































































